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症　例　報　告

上顎乳切歯と過剰乳歯の3歯融合例
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　抄録：乳中切歯乳側切歯ならびに過剰乳歯の3歯が融合した，まれな症例を経験した。

　患者は6歳4カ月の女児で，下顎乳切歯の動揺を主訴に来院。口腔内診査により，結合して一塊となっ

た上顎乳中切歯，乳側切歯，過剰乳歯がみられた。口腔内X線写真では，左側乳中切歯と乳側切歯の後

続永久歯が認められたが，過剰永久歯はみられなかった。これらの歯根吸収は％以上におよんでいた。

一塊となった乳中切歯と乳側切歯ならびに過剰乳歯は，後続永久歯の萌出を障害すると思われたので，

局所麻酔下で抜歯した。抜去歯の肉眼所見では，3歯の結合部の唇舌面に，歯頚部に達する明瞭な縦走

溝がみられた。抜去歯の軟X線写真では，冠部歯髄と根部歯髄はそれぞれ独立していた。抜去歯の研磨

標本による観察にて，3歯は象牙質で結合していることが確認された。

Key　words：fused　tooth，　deciduous　tooth，　supernumerary　tooth．

緒 言

　複数の歯が互いに結合して生ずる癒着歯，あ

るいは融合歯にっいては従来より多くの報告が

なされている。しかし，これらの分類や発生機

序に関しては種々の見解があり，未だ統一した

見解をみるに至っていない。また，この様な歯

牙異常は永久歯と比較し，乳歯列に出現する頻

度は少ない。

　今回筆者らは，6歳4カ月の女児で，上顎乳

中切歯，乳側切歯および過剰乳歯の3歯が融合

したまれな1例に遭遇し，抜歯して観察する機

会を得たので，組織学的所見および文献的考察

を加えて報告する。

症 例

患者：A．M，女児

生年月日：昭和55年7月14日

初診日：昭和61年11月8日（6歳4カ月）

主訴：右側下顎乳側切歯の動揺

Acase　of　fused　upper　deciduous　incisor　teeth　and　deciduous　supernumerary　tooth．
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Fig．1　Dental　formula　of　the　present　case．

Fig2　　Photograph　of　intraoral　view．

　家族歴，既往歴，全身所見および口腔外所見

に特記すべき事項はない。

　口腔内所見：歯式はFig．1に示す通りであ

り，左右上下顎第1大臼歯と左右下顎中切歯が

萌出した混合歯列で，左右第1大臼歯の咬合状

態はいずれもAngle　I級，前歯部の咬合状態は

切端咬合であった。歯列弓の形態は，上下顎と

も半円形を呈し，下顎前歯部に叢生が認められ

た。

　左側上顎乳中切歯と乳側切歯，さらに過剰乳

歯の3歯は一塊となっていた（Fig．2）。3歯

の歯冠結合部と左側上顎第1乳臼歯遠心隣接面

には象牙質蠕蝕が認められた。また左側乳中切

歯と乳側切歯の切縁に軽度の咬耗が認められた。

歯肉および他の軟組織所見に著変はみられなかっ

た。右側乳中切歯は約2カ月前に自然脱落して

おり，同部歯肉には未萌出の中切歯が触知され

た（Fig．2）。

　口腔内X線写真所見：左側乳切歯部の後続永

久歯は，乳中切歯に対する中切歯，乳側切歯に

対応する円錐状の側切歯が観察されたが，過

剰乳歯に対応する後続歯は認められなかった

’
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Fig．3　X－ray　photograph　of　the　upper　left

　　　inCiSOr　regiOn．

（Fig．3）。一塊となった左側上顎乳切歯の冠部

歯髄はそれぞれ独立しており，歯根吸収は％以

上におよんでいた。

　処置：一塊となった左側上顎乳切歯は，後続

永久歯の萌出を障害すると思われたので，局所

麻酔下で抜歯した。

　抜去歯の肉眼所見：唇側には明瞭な2本の歯

頚部に達する縦走溝があり，これらの溝により

歯冠部は3歯に区分されていた（Fig．4）。乳

側切歯は遠心が，過剰乳歯は近心がそれぞれ口

蓋側に捻転し，3歯が互いに重複しあう形態を

呈していた。舌側にも同様に2本の縦走溝があ

り，3歯に区分されていた。唇，舌側とも縦走

溝に沿って鶴蝕がみられた。解剖学的歯頚線は

唇，舌側とも3歯の様相を呈する。Fig．5は，

各歯幅径の模型上の計測値である。

　抜去歯の軟X線所見：歯冠部においては，3

歯はそれぞれ独立した歯髄腔を有しており，根

管もそれぞれ独立していた（Fig．6）。

　抜去歯の組織所見：研磨標本による観察では，
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Fig．4　Macroscopic
　　　fused　tooth．

vlew　of　the　extracted
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Fig．5　The　measure　of　the　fused　tooth　on　the

　　　model（unit：mm）．

Fig．6　Soft　X－ray　photograph　of　the　fused

　　　tooth，

3歯は象牙質により結合しており（Fig．7），

さらに歯冠部ではエナメル質が，また歯根部で
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Fig．7　Ground　section　of　the　fused　tooth，

　　　sectional　horizontally　at　the　cervical

　　　site．

はセメント質が3歯を連続して取り囲んでいた。

歯髄腔は歯冠部，歯根部ともに独立していた。

考 察

　従来より2歯以上の歯が結合した異常にっい

ては種々の分類が試みられているが，未だ統一

した見解をみるに至っていない。石川らDは結

合歯を分類するにあたって，別々の歯胚が結合

したものか，また，1個の歯胚が不完全分裂し

た結果生じたものかを判断するほどの組織発生

学的研究成果が得られていない今日，発生学的

根拠については大きさに無理があると考え，

Lux　und　Lux2）の分類をもとに次のように分類

している。すなわち，2歯または数歯のセメン

ト質のみによる結合を癒着，2歯または数歯の

象牙質とエナメル質，あるいは象牙質とセメン

ト質による結合を融合とした。これによると筆

者らの症例は，2個の正常乳歯と1個の過剰乳

歯との融合といえる。

　結合歯の発生要因に関して多くの説が提唱さ

れており3），石川らDは，癒着は歯根が完成し

た2本または数本の歯の一部が顎骨内で互いに

密接している場合にセメント質の増殖によって

おこることが多いと述べている。また融合は1

個の歯胚が不完全分裂をなす場合と，2個以上

の歯胚が早期に結合する場合がある，としてい

る。しかし，この様な癒着および融合を引きお

こす本態は未だに解明されていない。

　乳歯列における癒着歯および融合歯の発現頻
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度についても多くの報告醐がみられ，1．04～

5．6％と各研究者により異なり，また，栗原

ら13）は沖縄における先天性風疹症候群児の歯科

学的研究のなかで7．3％の高頻度でみられた，

と述べている。

　一方，乳歯の過剰歯の発生要因について，粟

沢“）によれば，歯胚の異常発育説，歯胚の分裂

説，遺残歯堤の二次的増殖説などを考えている

が，本症例では，この点に関する情報を得られ

なかった。また乳歯列における過剰歯の発現頻

度は，平均0．3％との報告がありω，乳歯群に

おける過剰歯の発現はまれとされている15）。

　正常乳歯と過剰歯の2歯が結合した症例につ

いてもいくっかの報告がなされており7・’勒，そ

の発現頻度は0．05～0．18％とされている。また

乳歯列における3歯結合例は非常にまれであ

り9」8吻，さらに筆者らの症例のごとく正常乳

歯と過剰乳歯との3歯結合例は文献的に，太

田測，栗原ら別），小林ら25）が報告した4例をみ

るにすぎない。

　乳歯列における結合歯の発現部位は，正常乳

歯相互では下顎乳中切歯と乳側切歯間，あるい

は下顎乳側切歯と乳犬歯間に多く，上顎乳中切

歯と乳側切歯間，および上顎乳側切歯と乳犬歯

間では少ないと言われている←【°・2伊》22）。また，

正常乳歯と過剰乳歯との結合については，伊

藤7）は主に乳前歯部に生じ，中村6）は上顎より

下顎に多く，乳側切歯と過剰歯，乳犬歯と過剰

歯乳中切歯と過剰歯の順である，と報告して

いる。一方，2歯の正常乳歯と1個の過剰乳歯

の結合例にっいて，本症例と過去の4例23～25）と

の計5例をみると，上顎乳前歯部が4例に対し，

下顎乳前歯部は1例であった。

　乳歯列に結合歯がみられた場合，約半数例で

は，後続永久歯の欠如をみるといわれてい

る臥6・鯛。また後続永久歯が存在した場合，後

続永久歯どうしも結合していた，との報告もあ

る4汎幼。

　一方，過剰歯に関しては，乳歯列中に過剰歯

を認めた20症例の追跡調査を行った報告幼）によ

れば，うち6例に過剰な後続永久歯を認めてい
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る。本症例では，X線写真上で乳中切歯，乳側

切歯、乳犬歯に対応する後続永久歯が観察され

たが，過剰乳歯に対応する後続永久歯は観察さ

れなかった。また，後続永久歯間の癒着や融合

を示唆する所見も認められなかった。

　乳歯列における結合歯が歯列におよぼす影響

にっいてみると，2個以上の歯が結合し1個の

歯を形成する場合，反対側の同名歯の幅径より

小さくなるため，歯列弓を狭める傾向があり，

不正咬合をおこしやすいという報告がある卿。

本症例ではすでに右側上顎乳中切歯が脱落して

おり，乳歯間の幅径の比較はできなかったが，

模型上で切歯乳頭中央から左右の乳犬歯近心隅

角までの計測では，左側が13．5mm，右側が

10．5mmであった。現段階で得られる情報から

は，本症例の融合歯と不正咬合との関連を明ら

かにすることはできなかった。本症例にっいて，

今後の注意深い経過観察を行ってゆく予定であ

る。

結 語

　6歳4カ月の女児に，左側上顎乳中切歯と乳

側切歯および過剰乳歯の3歯が融合した，まれ

な症例を報告した。後続永久歯は左側上顎乳中

切歯と乳側切歯に相当して認められた。軟X線

所見ならびに研磨標本による観察では，3歯は

象牙質によって結合しており，冠部歯髄ならび

に根管はそれぞれ独立していた。

謝 辞

　稿を終えるにあたり，御協力を賜わりました，

仙台市，すがの歯科医院，菅野博康先生に深く

謝意を表します。



岩医大歯誌　12：331－335，1987 335

　Abstract：This　paper　reports　a　rare　case　of　a　fused　deciduous　tooth　consisting　of　two

upper　incisors　and　a　supernumerary　tooth　found　in　a　6．year－old　girl　with　good　general

health．　Macroscopic　and　X－ray　examinations　showed　nearly　complate　fusion　between　two

upper　incisors　and　the　supernumerary　tooth，　and　more　than％of　each　root　was　absorbed．

No　significant　changes　in　number　and　form　of　the　permanent　teeth　were　noted　by　X．ray

photographs．　Histopathologic　and　contact　microradiographic　examinations　revealed　that

the　enamel，　dentin　and　cementum　of　three　deciduous　teeth　were　united．　It　is　well　known

that　various　developmental　disturbances　occur　not　only　in　permanent　teeth　but　also　in

deciduous　ones，　however，　the　review　of　the　literature　in　Japan　yields　only　four　cases　of

fused　teeth　composed　of　three　deciduous　teeth．
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